
山形県最上町 川和田 宗太郎

【年 齢】
26歳

【出身地】
宮城県仙台市

【転出元】
宮城県仙台市

【前 職】
学生

【活動時期】
R3.4〜

東北芸術⼯科⼤学に所属していた頃に最上町にある施設
（前森ふれあい陶芸館）を活用しないかという話を頂いた
のがきっかけです。陶芸という文化を体験できる観光施
設・新たな⼯芸品を最上町で作りたいと思いました。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス（個人or職場））shut19980611@gmail.com
（電話番号（個人or職場） ）090-6786-0611

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（左記よりインスタ・x・FacebookのQRコード）

今後の抱負としては、最上町の資源を活用した新たな⼯芸
品「もがみ焼」を完成させること。
カムロ窯（前森ふれあい陶芸館）を観光資源としてPRする
ことです。
任期後の目標としては、最上町に定住し、カムロ窯の運営
を継続することです。

協⼒隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●観光資源の創出
カムロ窯を陶芸体験施設・陶器販売店として営業
しPRを⾏っています。団体から個人まで幅広く陶
芸体験をすることのできる施設を作っています。
また、今年は町内外の多くのイベントへも出展し、
多くの方に陶器に触れていただいています。

●新商品の開発・完成発表
最上町産原料を活用した焼き物を作り上げ、新た
な⼯芸品として発表することを目標としています。
また、学生時代に培った陶芸の技術と知識を用い
て独自性のある⼯芸品を作ることと、町内の
フィールドワークを⾏い原料の調達と試験・研究
を⾏っています。
今年度は隊員としての最終年度です。
単に⼯芸品として器を作り上げるのではなく、
「良い器」と好評頂けるように4年間で学んだ器に
対する知識と経験を込めた作品を作りたいと考え
ています。

隊員本人の顔が
分かる写真

商品開発・販売



山形県最上町 川和田 哉子

【年 齢】
27歳

【出身地】
⻘森県五所川原市

【転出元】
山形県山形市

【前 職】
アルバイト

【活動時期】
R3.4〜

東北芸術⼯科⼤学在学中に最上町にある使われなくなった
「陶芸館」を活用して欲しいというお話を頂いたのがきっ
かけです。陶芸体験などを通じて最上町の⽅々と交流し、
陶芸を身近にしたいと思いました。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス（個人or職場））a.kanako0922@gmail.com
（電話番号（個人or職場） ）0233-43-2928

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（左記よりインスタ・x・FacebookのQRコード）

今後は定住に向けた準備を進めながら、最上町の資源を活
用した「もがみ焼」を完成させたいと思っています。
任期後は引き続き陶芸館を活用しながら最上町の魅⼒の1
つとなるように陶芸体験や陶器販売を⾏っていく予定です。

協⼒隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報
●陶芸体験による交流

個人から団体まで幅広く陶芸体験を⾏っています。
より多くの⽅に体験していただけるよう出張体験も
⾏っており、近頃は町内の⼩学⽣や集落のサロン等
のイベントの選択肢として陶芸体験を利用いただく
ことも増えました。⼩さなお子様から幅広い年代の
⽅に楽しんでいただけるよう⽇々試⾏錯誤して活動
しています。

●コラボなど

町内の飲食店とコラボして器を制作しました。
また、鮭川村の地域おこし協⼒隊とコラボし、
「鮭川陶器」を完成させることができました。
今後も、イベントの記念品や飲食店での食器として
採用していただけるように活動していきたいです。

●新商品の開発

⼥性や若い⽅にも陶芸に興味を持ってもらえるよう
な陶製アクセサリーや陶器の置き物の開発を⾏って
います。幅広い年代の⽅に⼿に取っていただけるよ
うな新商品を開発していきたいと思います。

隊員本人の顔が
分かる写真

商品開発・販売


